
 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 

【単元観】 

本単元は，小学校学習指導要領解説算数編，第１学年〔Ａ数と計算〕のうち，（２）「加法及び減法

の意味について理解し，それらを用いることができるようにする。」と〔Ｄ数量関係〕のうち，（１）

「加法及び減法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすることができるようにする。」 

を受けて設定した。これまで，「いくつといくつ」で１つの数を合成や分解により構成的にみる学習を

してきた。また，「10よりおおきいかず」では「10 といくつ」ととらえる学習を行い，繰り下がりのあ

る減法の仕方を考える際の素地となる学習を行ってきた。それを受け，本単元では，既習の繰り下がり

のない減法の考え方を用いて，11～18 の２位数から１位数をひいて繰り下がりのある減法の学習を行う。 

 

【児童観】 

 本学級の児童は，１位数－１位数の繰り下がりのないひき算は，ほぼ全員正しく計算できる。しかし，

２位数－１位数の繰り下がりのないひき算では，約20％の児童が正しく計算することができていない実

態がある。計算の考え方を図に表したり，算数ブロックを使って考えたりする際には，正しい答えを導

き出すことができる。しかし，自分の考え方を説明する際においては，単に操作の提示であったり，必

要な数字や操作の根拠となる説明が抜けたりしている。また，文章題において，場面の把握が十分でな

いため，演算決定に誤りがあったり，問われていることが十分に理解できていなかったりすることが，

誤答につながる場面も見られる。 

 

【指導観】 

指導にあたっては，計算の仕方を考える際に，算数ブロックなどの半具体物をしっかり操作すること

により，自分の考えをしっかりもたせる。そして，操作したり，表した図を用いたりしながら，解き方

の説明を考えさせることを大切に進めていく。その際，10のまとまりを意識させ，「10といくつ」とみ

て，10のまとまりから減数をまとめてひく計算方法を理解させる。学習を進めていく中で，減加法，減

減法の考え方を整理し，児童自身が考えやすい減法の計算の仕方を自己決定させ，計算の習熟を行う。

数えひきや指を使って計算している場合には，計算式の中に，「10といくつ」の考え方を書き加え，10

のまとまりを意識させる。一つ一つ積み重ねを丁寧に行っていくことで，児童に念頭操作で計算できる

よう取り組む。 

それぞれのまとまりの「課題の設定」の段階では，生活科の学習で取り組むあさがおリースづくりを

題材として取り上げる。あさがおリースづくりという他教科との関連を図るとともに，身近なひき算と

なる場面を取り上げることで，児童の意欲や関心を喚起し，単元全体の学習の方向付けを行い，生活の

中でもひき算が活用できるよさを味わわせるような課題設定をする。「情報の収集」の段階では，設定

した課題に対し，キーワードを用いながら考え方を説明する活動を通して知識や技能を習得させる。「整

理・分析」の段階では，学んだ知識や技能を使って，設定した課題を解くことで，個別に学習したこと

について学んだことを整理し，単元の目標にせまるようにする。「まとめ・表現・創造」の段階では，

より日常的な場面を設定したパフォーマンス課題に取り組ませることを通して，算数が身近な生活の場
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本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

根拠をもとにした思考・判断・表現力 

「ひきざん」 

（くりさがりのあるひきざん） 



面でも用いられていることに気付かせ，他教科や日常生活でも活用できる力を育成していきたい。 

 

【本単元における育成すべき資質・能力】  根拠を基にした思考力・判断力・表現力 

資質・能力の育成にあたっては, これまで学習してきた１位数－１位数のひき算の計算の仕方の既習

事項と関連づけながら課題を解決しようとする力を育てる。また,自分の考えを操作活動や式や図や言葉

を使って既習事項を生かしながら説明したり,友だちの考えを聞いたりするペア活動による学び合う場

面を仕組むことにより,聞く人が分かるように根拠をつけて説明する力を育成する。 

 

２ 単元の目標 

11～18から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方を考え理解し，確実にできるようにすると

ともに，それを用いることができるようにする。 

 

３ 評価規準 

（１）算数科の単元について 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

①既習の減法計算や数の構

成を基に，11～18から１位

数をひく繰り下がりのあ

る減法計算の仕方を考え

ようとする。 

①11～18から１位数をひく繰

り下がりのある減法計算の

仕方を考え，操作や言葉な

どを用いて表現したり工夫

したりすることができる。 

①11～18から１位数をひく

繰り下がりのある減法計

算が確実にできる。 

①10のまとまりに着目する

ことで，11～18から１位数

をひく繰り下がりのある

減法計算ができることを

理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）本校でつけたい資質・能力とめざす児童の姿について 

資質・能力 めざす児童の姿 評価規準 

根拠をもとにした 

思考・判断・表現力 

自分の考えを他者と比較し根拠をもと

にした発表ができる児童 

①生活や体験を生かし,既習の学習と

関連づけながら課題を解決しよう

とする。 

②自分の考えを式や図，言葉を使って

説明したり,表現したりしようとす

る。 

 

 

 

 

【考え・基礎知識】 

・10のまとまりから減数をひ
き，繰り下がりのあるひき算が
できる。 
・被減数，減数に着目し，減加
法，減減法の計算の仕方を知
り，計算することができる。 

【つながり】 

・計算カードを活用して
定着を図るとともに，被
減数，減数，答えの規則
性を見つけ出すことが
できる。 
・文章題から問われてい
ることを見つけ出し，演
算決定して答えを導き
出すことができる。 

【応用・ひろがり】 

・日常生活，身の回りの
事象において，繰り下が
りのある減法計算の考
えを用いて，課題を解決
することができる。 



 

 

４ 単元の学習の系統性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 指導計画（全13時間） 

時 主な学習活動 
評価の観点 

関 考 技 知 主な評価規準 

１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○13－９の計算の仕方を考える。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

・既習の加減計算や数の構成を基に

計算の仕方を考えようとしてい

る。 

２ 

 
 
 
○12－９の計算の仕方を考える。 
 
 

 ◎   ・計算の仕方を考え，操作や言葉な
どを用いて説明することができ
る。 

②自分の考えを図や言葉を使って説
明したり，表現したりしようとす
る。 

３ 

 
 
 
○減数が８の場合の計算の仕方を考え
る。（本時） 

 
 

 ◎   ・計算の仕方を考え，操作や言葉な
どを用いて説明することができ
る。 

②自分の考えを図や言葉を使って説
明したり，表現したりしようとす
る。 

情報の収集 

課題の設定 

整理・分析 

１年 ２年 

いくつといくつ 
 

・10までの数の構成 

 

ひきざん 
 

・繰り下がりのある減法 

ひき算のひっ算 
 

・２位数－１，２位数 
・減法の筆算形式 

のこりはいくつ ちがいはいくつ 

 
・減法の意味(求残，求補，求
差) 

・被減数が10以内の減法 
・０の減法 

 

10よりおおきいかず 
 

・15－５，15－３など 

３つのかずのけいさん 
 

・３口の減法，加法 

 

おおきいかず 
 

・60－20，35－５， 
28－３ など 

ずをつかってかんがえよう 
 

・順序数の減法 
・異種量の減法 
・求小 

３けたの数 
 

・数構成に着目した減計算 

 

たし算とひき算のひっ算 
 

・３位数－１，２位数 

 

たし算とひき算 
 

・加法逆の減法 

・減法逆の減法 

情報の収集 

情報の収集 整理・分析 

（課題設定） 
 せいかつかでそだてたあさがおのつるをつかい，あきのかざりつけをして リースをつく
りたいとけいかくしています。かざりにつかうきのみやはの のこりのかずや ちがいが 
あっているか，あっていないか，しんぱいになっています。どのようにしてしらべたら い
いでしょうか。 
 



４ 

 
 
 
○減数が９，８の場合の計算の定着を図
る。 

  ◎  ・減加法による計算が確実にできる。 

５ 

 
 
 
○減数が７の場合の計算の仕方を考え
る。 

   ◎ ・減数が７～５の場合でも，10のま

とまりから１位数をひけばよいこ

とを理解している。 

６ 

 
 
 
○12－３の計算の仕方を考える。 
 

 ◎   ・被減数や減数の大きさに関係なく，
被減数を10のまとまりといくつに
分けて計算の仕方を説明すること
ができる。 

②自分の考えを図や言葉を使って説
明したり，表現したりしようとす
る。 

７ 

 
 
 
○減法の文章題を解決する。 
 

   ◎ ・１位数をひく繰り下がりのある減

法計算は，被減数を１０のまとま

りといくつに分けて考えればよい

ことを理解している。 

８ 

９ 

 
 
 
○ひき算カードを使って，繰り下がりの
ある減法計算の定着を図る。 

  ◎  ・１位数をひく繰り下がりのある減

法計算が確実にできる。 

10 

11 

 
 
 
○ひく数が同じカードや，答えが同じカ
ード集めをし，繰り下がりのある減法
のきまりを見つける。 

  ◎  ・１位数をひく繰り下がりのある減

法計算が確実にできる。 

12 

 
 
 
○繰り下がりのあるひき算の定着を確
認し，理解を深める。 

 

 

 

○ 

  ◎ ・基本的な学習内容を身につけてい

る。 

・既習事項を適切に用いて，活動に

取組もうとしている。 

13 

 
 
 
○パフォーマンス課題に取り組む。 

   ◎ ・基本的な学習内容を身につけてい

る。 

①生活や体験を生かし，既習の学習

とつなげながら課題を解決しようと

する。 

 

 

６ 本時の展開 

（１） 本時の目標 

 ○ 11～18から１位数の８をひく繰り下がりのある減法計算で，被減数を分解して計算する方法 

を理解することができる。 

 

（２） 本時の評価規準 

 ○ 計算の仕方を考え，操作や言葉などを用いて説明することができる。【数学的な考え方】 

 ○ 自分の考えたことや解決方法を式や図，言葉などを使って説明したり表現したりしようとする。 

【資質・能力】 

（３）準備物 

   ノート，ワークシート，算数ブロック，教材提示装置 

振り返り まとめ・創造・表現 

情報の収集 

情報の収集 

まとめ・創造・表現 

情報の収集 整理・分析 

整理・分析 

課題の設定 

課題の設定 

整理・分析 

整理・分析 

整理・分析 情報の収集 

整理・分析 



 

 

 

（４）学習の展開 

 学習活動（○），児童の反応（・） 
指導上の留意点◇ 

◆「努力を要する」状況と判断した
児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

つ
か
む 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

１ 課題を発見し，見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 
○問題を読み，問われていること，求めることを確かめ
る。 
 ・求めることは，何個残るかだ。 
 ・何個残るかだから，ひき算だ。 

 
○立式し，前時の問題と比較する。 
   しき 14－８ 
 ・９が８にかわったよ。 
 ・８をひくのってむずかしそう。 
 

 

 

 

 

 

 

 
◇キーワードとなる数字や
言葉に印をつけ，演算決
定することでひき算にな
ることに気づかせる。 

 
◇前時の13－９や12－９と
比較することで，共通点
や相違点に気付かせ，見
通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見
通
す 

 
 
 

 
解
決
す
る 

２ 本時のめあてを確認する。 

 

 

○解決方法の見通しをもつ。 
 ・10のまとまりからまとめて８をひけば，できそう。 
 ・14を10と４にわけたらいいよ。 
 
３ 算数ブロックを操作し，残りがいくつになるか，計
算の仕方を考える。 

 ・14を10と４に分けて･････。 
 ・14から，１，２，３，４･･･８ 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

◇前時の学習を想起し，解
決の見通しをもたせる。 

 
 
◇ブロックを操作しながら
考え方を言葉で説明する
こともおさえる。 

◆数えひきをしている場合
には，前時で学習したこ
とを思い出させ，10のま
とまりに着目させる。 

◇個人で考えた後，ペアで
考え方を交流し，説明の
仕方を整理させる。 

 

深
め
る
・
広
げ
る 

４ 出された方法について整理・分析する。 
・14を10と４にわけて，10のまとまりから８をひく。
２と４で，６になります。 

 ・14の４からとるために，８を４と４にわけます。 
  14から４とると，10になるから，10から４を 
  とって６になります。 

 

◇10のまとまりに目をつけ
てひくことに意識させなが
ら，減減法の考え方も出れ
ば，その考え方も認めつつ，
課題の考え方と結び付けて
減加法の考え方で整理させ
る。 

・自分の考え
を図や言葉
を使って説
明したり，表
現したりし
ようとする。 

【資質・能力】 

（操作・発言） 

もうたろうが，どんぐりを 14 こもっていました。８こつかおうとおもます。なんこのこるで

しょうか。 

もうたろうは，なんこのこるかけいさんしたら，２こしかのこらないとおもっていますが，

どうもすっきりしません。 

どんぐりはなんこのこるか，けいさんのしかたをかんがえ，もうたろうにせつめいしよう。 



 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め
る
・
つ
な
げ
る 

５ ひき算の計算の仕方をまとめる。 

 

 

 ・もうたろうは，10といくつにわけてけいさんしたと
ころまではよかったんだね。 

 ・わけた４をさいごにあわせることをわすれたらだめ｡ 
 
 

 
 
 
 
 
◇もうたろうの計算の間違
いを確かめることで，減
法の計算のポイントを押
さえる。 

 

 

ま
と
め
る
・
つ
な
げ
る 

６ 適用問題で確かめる。 

 

 

 

 

 

７ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

◇「分かったこと」「でき
るようになったこと」を
発表させる。 

 

・繰り下がり
のある計算
の仕方を説
明すること
ができる。 
【数学的な
考え方】 
（ワークシート 

・発言） 

○/△ ○め                         
                           （しき）14－８＝６ 

                           （こたえ）６こ 

 
   ○も                       ○ず  ○○○○○○○○○○ ○○○○ 
 
                                 ○○○○○○ 
                                   
 
                                   
 
   ○み・14を10と４にわける。 

     ・10のまとまりからひく。 

                          ○ま  
 

どんぐりはなんこのこるか，けいさんのしかたを 

かんがえ，もうたろうにせつめいしよう。 

もうたろうが，どんぐりを 14 こもっていました。 

８こつかおうとおもます。なんこのこるでしょうか。 

もうたろうは，なんこのこるかけいさんしたら，２こ

しかのこらないとおもっていますが，どうもすっきり

しません。 

が，どんぐりを１４こもっていました。８こつかおう

とおもます。なんこのこるでしょうか。 

○10 といくつにわけたとき，10 のまとまりからけ

いさんする。 

○わけたかずを さいごにあわせる。 

11－８のけいさんのしかたをせつめいしよう。 

＜14－８のけいさんのしかた＞ 

１．４から８はひけない。 

２．14 を 10 と４にわける。 

３．10 から８をひいて２。 

４．２と４で６。 

もうたろうは，なんこのこるかけ
いさんしたら，４こしかのこらな

いとおもっていますが，どうもす
っきりⅡしません。 

が，どんぐりを１４こもっていま

した。８こつかおうとおもます。
なんこのこるでしょうか。 

１．１から８はひけない。 
２．11 を 10 と１にわける。 
３．10 から８をひいて２。 
４．２と１で３。 

○10 といくつにわけたとき，10 のまとまりからけいさんする。 
○わけた４をさいごにあわせる。 


